




　このたび、北海道生活協同組合連合会の理事に就任
いたしました、北海道労働者共済生活協同組合（こく
みん共済 coop）の原山と申します。
　2025年度は、北海道生協連の社会課題への取り組
みとして、協同組合ネット北海道と連携した「子ども
の居場所づくり応援基金」への支援活動や、「ほっか
いどう若者応援★学生プロジェクト」による「学生子
ども食堂」において、子どもたちが楽しみながら防災
を学べる取り組みを進めてまいりました。
　これからも、北海道の生協のさらなる発展と、会員
の皆さまの暮らしがより良いものとなるよう、社会課
題の解決に向けた活動を皆さまと一緒に進めていきた
いと考えております。
　引き続きのご指導ご鞭撻の程、何卒よろしくお願い
申し上げます。

　この度、北海道生協協同組合連合会の監事としてお
仲間に入れていただきます甲谷恵と申します。37年
間の道庁勤務におきまして、食の安全や地域づくりな
どに携わってまいりましたが、いつも各団体、各地域
の皆様の活動に頭が下がる思いでおりました。
　目まぐるしく変わっていく世界情勢や私たちの周り
の環境変化にアンテナを張りながら、微力ながら、道
民のひとり、消費者のひとりとして、皆様とともに、
より豊かで支え合える社会をめざして考えて参りたい
と存じますので、ご指導のほど、よろしくお願い申し
上げます。
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　このたび北海道生活協同組合連合会の監事に就任い
たしました、酪農学園生活協同組合 専務理事の古屋
麻実です。どうぞよろしくお願いいたします。大学生
協には、社会に巣立つ一歩手前にある大学生へ協同の
価値や意義を伝える重要な役割があると考えておりま
す。その実現に向け、事業活動および組合員活動を通
じて実践を積み重ねてまいります。また、その取組を
大学生協内にとどめず、北海道内の協同組合全体へと
つなげていく視点も大切にしたいと考えています。実
践の中で皆様のお力をお借りすることもあるかと存じ
ますが、その際はどうぞよろしくお願いいたします。
皆様から学びながら、誠実に努めてまいります。

酪農学園大学生活協同組合

監事　古屋　麻実　様

　このたび、生活クラブ北海道理事長として、北海道
生活協同組合連合会の監事を務めさせていただくこと
になりました。
　生協は、くらしの中にある不安や課題を、組合員同
士のつながりと協同の力で解決していく大切なしくみ
です。
　食の安全、地域のつながり、環境、平和など、私た
ちのくらしを取り巻く課題が複雑になる今だからこ
そ、生協の果たす役割はますます大きくなっていると
感じています。監事として、道連の活動が組合員の信
頼に応え、北海道の生協運動の発展につながるよう、
誠実に役割を果たしてまいります。
　どうぞよろしくお願いいたします。

生活クラブ生活協同組合

監事　片桐　葉子　様

就任のご挨拶 就任のご挨拶
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ほっかいどう若者応援★学生プロジェクト
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　私たちの学生プロジェクトは５月31日㈰、札幌留学生交流センター（豊平区）にて、初とな
る学生主体の企画「学生子ども食堂」を開催いたしました。単に温かい食事を提供するだけで
なく、「子どもたちが楽しみながら防災意識を高める」ことをテーマに掲げ、企画から当日の
運営にいたるまで、すべてを学生メンバーの手で作り上げました。当日の奮闘の様子と成果を、
私からご報告いたします。

　開催にあたり、私たちは約１か月という短い期間で
準備を進めてきました。何度もオンラインミーティン
グを開催し、参加メンバー全員の意見を取り入れなが
ら企画を形にしていきました。その話し合いの中で、
当日提供するメニューは「ミネストローネ、コールス
ロー、おにぎり、そして蒸しパン」に決定しました。
　当日は朝９時に集合し、「調理班」と「運営レイア
ウト班」の２つに分かれて準備を始めました。しかし、

初めて使う施設の調理器具に戸惑ったり、経験のない
約70人分という大人数の調理に想像以上に手を焼い
たりしたほか、会場の装飾づくりにも時間を要し、気
がつけば開始ギリギリの時間になってしまいました。 
食事の提供が遅れてしまうというハプニングに直面し
ましたが、私たちは「最初に防災ワークショップを体
験していただく」形へと臨機応変にスケジュールを変
更し、このピンチを乗り切ることにしました。

テーマ決めから調理まで、すべてを学生の手でテーマ決めから調理まで、すべてを学生の手で

共同代表 細田 悠平 北海道大学 教育学部４年
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　ワークショップを楽しんでいただいた後には、メン
バーが一生懸命作った食事を提供しました。開催後の
アンケートからも、子どもたちが防災イベントにとて
も意欲的に、そして楽しそうに取り組んでくれたこと

　支援される側から地域を「支える側」へ。これから
も私たちは、子どもたちの安全な未来と地域の居場所
づくりのために、一歩ずつ進んでまいります。温かい
ご支援をよろしくお願いいたします。

　急遽、先行して行うこととなった防災ワークショッ
プは、子どもたちにとって驚きと楽しさに満ちた空間
となりました。
　○ VR ゴーグルによる火災体験：こくみん共済 

coop さんのご協力のもと、子どもたちが最新技
術を通じた臨場感のある防災学習に挑戦しました。

　○ 手作りホイッスル・缶バッジ：災害時に使える笛
や缶バッジの制作ブースでは、子どもたちが思い

思いのデザインを描きながら、本当に楽しそうに
作っている姿がとても印象的でした。

　○ 全員参加の防災クイズ：イベントの最後には、み
んなで盛り上がれる○×形式のクイズ大会を実施
し、会場は大きな歓声と笑顔に包まれました。

　調理の遅れで少し焦っていた私たちでしたが、子ど
もたちのキラキラした笑顔に何度も救われ、大きな元
気をもらいました。

遊びながら学ぶ！キラキラ笑顔が弾けた防災体験遊びながら学ぶ！キラキラ笑顔が弾けた防災体験

保護者の皆様からも温かい声、次なる挑戦へ保護者の皆様からも温かい声、次なる挑戦へ

enjoy

が伝わってきました。 また、一緒に来られた保
護者の皆様からも、「蒸しパンがとても美味しか
ったです！今日配られたレシピパンフレットを見
ながら、お家でも子どもと一緒にまた作ってみた
いです」といった嬉しい声をたくさんいただき、
頑張って作って本当に良かったと心から思いまし
た。
　初めての開催ということもあり、運営のあちこ
ちでバタバタと慌ててしまった反省点もあります
が、突然のスケジュール変更にも臨機応変に動き、
何よりこの状況も含めて楽しんで運営してくれた
学生メンバーの皆さんには感謝の気持ちでいっぱ
いです。 今回の貴重な経験をしっかりと活かし、
次回は準備の段階からもっと余裕を持ち、参加さ
れる方全員が楽しく笑顔になれるような、スムー
ズな運営を行っていきたいです。
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